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横浜南西部・戸塚区岡津町の下末吉層相当層

より産出した貝化石について

松島義章

Molluscan fossils from the late Pleistoc巴nedeposits 

in the southw巴stpart of Yokohama 

Y oshiaki MATSUSHIMA 

1 はじめに

最近，横浜市南西部の相撲鉄道いずみ野線治線に

は，大規模な宅地造成工事が急激に進められており，

新しい露頭が次々に出現しては消滅している。ここに

報告する露頭は，緑園都市駅周辺の戸塚区岡津町でお

こなわれている造成工事で昭和55年3月頃から現われ

たものであり，上総層群の泥岩層を不整合に被って発

達するもので，主に海成洪積層で、ある。本層は貝化石

や木片を豊富に含む未固結の砂j勝層であり，上部に介

在するテフラから下末吉層に対比される。工事完了後

は再びこの地域を調査できる可能性がないと思われる

ので，ここに露頭の観察と採集した貝化石について記

述し，さらにこれに関連する問題点について若干ふれ

てみる。これがこの地域の後期更新世M究のー資料と

なれば幸である。

2 露頭の位置と地質概要

調査した地点を｜玄llに示す。この地点は緑園都市駅

から南へ約500m離れたところにあたる。この付近は

｜孟ll 調査地点

〔×印・ 横浜

市戸塚区岡津

PIT)0 
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まだ開析があまり進んでいない丘陵地で，海抜60明前

後の高さにある。地形面は町田（1973）の第8図から

判読すると，横浜南西部に広く発達する港南面の分布

範囲に入ると考えられる。しかし，今回の調査で海成

層を直接に被うテフラ（Kip6～8）から，この付近

の一部は下末吉国であることが明らかになった。この

点は秦野一横浜線〈町田，1973）の向斜軸北翼が南翼

と同様にかなり念、な北上りであることを示しているこ

とが判った。

造成工事により出現した連続露頭の総合地質柱状図

を図2に示す。この付近の基盤をなす上総層群は，泥

岩層からなり海抜34.0mまでみられる。泥岩層を平行

不整合に被って発達する洪積層は，貝化石や炭化した

材木片を含む淘汰の悪い海成層と，その上に数枚のテ

フラを介在する河口成ないし沼沢地性堆積物とからな

る。それより上伎の地層はすでに工事のため削り取ら

れていてわからない。

調査した洪積層の層厚は，海抜34から51mまでの

17叫である。このうち海成屈は貝類化石や生痕化石の

含まれること，層中目の変化などからみて不整合商から

海抜46.5叫までと考えられる。それより上位は泥炭層

や腐植物を多量に含み葉理の発達する泥層と納砂層の

互層からなり，それらは河口ないし沼沢地性堆積物で

あろう。さらに本層中には厚さ20～50Clllの明瞭な4枚

の11径石層が介在する。これらの軽石層は下位から上位

にKlp6, Klp7, Kip 8，テフラであることがIHT田洋

氏により確認された。したがっこのテフラ群は吉沢ロ

ーム下部の軽石群であり，このテフラに被われた海成

層は下末吉層に対比される。ヌjs;層は地理的位置からみ

て相模湾側に形成された下末吉期の内湾の北東限に分

布する海成層である（関東第四紀研究会，1974）。こ

の下末吉層相当層は最下部と中部に厚さ約21llの砂質

シノレトをみるが，全体的には古期岩磯や軽石磯，貝化

石や炭化した木片などを雑多に含み，分級度も慈、い粗

砂からなる。ここでは，上下二枚のシノレ卜層LMとU

Mとによって挟まれる厚さ 4加の灰褐色の粗砂層を

~2 
EZJ3 

地質柱状図
l：パミス及びスコリア， 2：シノレト及び砂
質シノレト， 3：粗砂，4・古期岩磯及び軽石磯，
5：泥と腐植物， 6：クノレミ及び材木片， 7：貝
化石， 8：サンドパイフ。状の生痕化石，9：基
盤岩（上総層群の泥岩〉，A～F：貝化石を採
集した麿準， Kip 6～8・示標テフラ， LM: 
下末吉層相当層の下部泥層，LS：同下部砂層，
u M ：向上部泥層， US：同上部砂層，FD: 
同沼沢地成堆積物。
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図3

基盤の上総

層群 の泥岩

(K）を不整合

に被う下末吉

層相当層の下

部泥層（L

M）。基底部に

は古期岩礁や

軽石磯を多く

含む。

図4

下部砂層

(LS）のB層

準中にみられ

るシオ フキ

(M），サトウ

ガイ（A），マ

ガキ（0）。

下部砂層LS，上部、ンノレト層UMより上位の厚さ 4.5 主にハイガイ，マガキ，オキシジミなどの二枚貝が目

mの茶褐色をした粗砂層を上部砂層USとよぶ。 立ち，いずれも両殻がそろい保存もよい。共産するサ

3 貝化石の産状 ンドパイフ。状の生痕化石の状態からみて現地性堆積を

貝化石は暗青色を帯びた下部シノレト層上部（海抜35 示す。下部砂層中の貝類は，両殻の合わさった個体が

m）から暗緑色をした上部砂層上部（海抜45.5m〕に 少なく， 比較的大きな殻がそろい，しかも破損した殻

かけて含まれる。このうち上下シノレ 卜層中の貝類は， もみられること，炭化木片や古期岩磯などと一緒に産
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図5 上部泥層〔UM）のC層準中に点在するハイ

ガイ（A），イボウミニナ（B），へナタリ（C）。

70 

することからみて，生息域からやや離れた場所へは

き寄せられて堆積したものと考えられる。一方上部砂

層中のものは貝殻が解けて castとして点在する。そ

れらはいずれも問殻のそろった個体がみられ自生堆積

によるものといえる。

今回の調査で、は下部泥層の上部（A地点〉，下部砂

層（B地点〉，上部シノレト層の下部〔C地点〉の 3層準

から殻の保存のよい貝化石を採集した。なお，上部シ

ノレト層上部のD地点，上部砂層中のE, F 地点では，

貝殻がすべて解けていて保存が悪く ，採集不可能なた

め露頭観察から貝の種類を判定した。 明らかになった

種はオキシジミ，ヒメシラトリ，イボウミニナ，カワ

アイである。

貝化石採集方法としては露頭で保存の良いものを無

作為に採集したサンプ／レと，貝殻を含む堆積物（約2

f!,)をl酬 2目の節で水洗し，残った貝化石とを合せ

て，種類と個体数を求めた。貝殻が破損されていたり

保存のあまり良くない個体もかなりあり，そのため計

数には殻頂を含めて殻の 1/2以上ある個体を基準とし

た。

3層準から採集し同定できた貝化石は，巻貝23種，

二枚貝19種の合計42種である〔表 1）。

明らかになった42種に現生種の生態的特徴をてはめ

て検討してみると， 地理的な分布からほとんどが暖流

図6

古期岩礁を

多量に含む上

部砂層（US),

貝殻が解けて

castとして，有、

在する。



表1 横浜市戸塚区岡津町下末吉膚相当層産の貝化石リスト

StratigraphLC 
Horizons 

Horizontal Vertical 

Sp包cies na皿es
ranoe . Habitat Jaoanese names 
b distributrnn • r 

A B C 

GASTROPODA 

Pa十eI loldla CCh1azacrnea) pygmaea !ampanlcola 
(Habel r r 31 -41 

Umbon I urn C Such I urn) mon I 11 feru巾（1.amerck) τ 25 42 

Lune I I a coronaすa(Gmel In) r 31 -41 

Pie十onerI十Inaoualanlensls (Lesson) r r 0 -34 

Phos i ne I I a sp. r 

Asslmlnea I u十eajaponlca v.Ma「十ens r 31 -39 

Angustasslmlnea sp. r r r 

Pseudo I io十laastersca (Gould) -35 

Ba十IIlaria mul十lformls (Llschke) r c 14 46 

B. zonal Is CBrugulere) a a va 0 -41 

Cer l十hI de'ops I I I a c I ngu I a十aCGmel in) c r 0 -39 

AusすraI aba pl c十aCA.Adams) c r 35 

Dlffalaba vi十rea(Sowe「by) r 33 -38 

Cl a十hrofene I I a re十！cula十a<Adams) c . c a 277-35 

Zafra puml la !Dunker) r r 22 -39 

Ml十rella CM.) bl cineすa(Gou Id) r 0 -41 

Hlnla fesすlva CPowysl r 巴 21 -42 

Odos十omladeslmana Oal・I & Bartsch 玄 r 33 -39 

Turbor¥i I laCDunkerlal shlgeyasul Yokoyama c c a 34 -35 

Turbonl I la sp. 

Rlnglcula dol larls Gould r 31 -42 

、 Ac十eoclnaCDldon十ogIossa) koyasens Is (Yokoyama) r 34 

Decor I fer ma十uslmana<Nomura) 

PELECYPODA 

, Anadara CScapha「calsatowl Dunker 

A. (5.) subcrena十aCllschkel 

A. CTegllla「calgranosa (Linne) 

Anomla chlnensls Phi I lppl 

Crassostrea g I gas <Thunberg l 

Trapez I um ( neo十rapezI um) I l「a十um<Reeve) 

Pl I luclna CP.) plsldlum !Dunker) 

Mere十rlxlusorla CR邑dIng) 

_/ Cycl Ina slnensls CGmel In) 

Tapes <Rud 1十apes)japon I ca !Deshayes) 

Mac十「aCM.) venerl form Is Reeve 

Theo「aI 8十a<Hinds) 

Arcopagla CMerlscal dlaphana !Deshayes) 

Macoma lncongrua (v.Martensl 

Fa bu I Ina cf. n l十ldulaCDunke「）

F. ml nu十aCllschkel 

r 31 -39 

” c r 31 -39 

” r c r 26 40 

a” r a” 0 - 24 

r r 23 -42 

a” c” c” 23 -43 

c” r - 23 -36 

r - - 22 42 

” r a r 31 39 

a" r” r” 31 -41 

言 r 25 -45 

” a va c 25 -39 

玄 31 -42 

” r r r 31 -34 

玄 31 44 

r r 0 -37 

r r r 32 -39 

F. CMoerel lal peltalhoensls (Grabau & King）笠宮 33 -35 

So I en strl ctus Gou Id r r 31 -42 

ドlyaarena「la oonoga I Mak I ya ma r - r 31 -71 

NO R Tsubomigai 

NO-I Ibokisago 

NO R Sugai 

NO Z Himekanokogai 

NO S,mS,sM Kawazanshyogai 

NO-I £5 Shiragiku 

NO R,S,mS Uminina 

NO R,S,mS Ibo＼皿inina

NO S,M Benatari 

NI Al Shi且ahamatsubo

NI Al Barihamatsubo 

NI S,M Ogasawaramotsubo 

NO-I R,gS NominLna 

NO-I R’s Mugign 

NO G,S Aramushirogai 

NO fS Kuchikiremodokigai 

NO-I mS Kamomei tokak色giri

Nl-3 S,mS,aM Mameu玄aahima

NO I M Kpyasutsuzuragai 

NO-I sM,mS Matsushimakom巴tsubugai

NI fS,sM Satougai 

NO-I mS,sM Sarubou 

NO M Baigai 

No I R,gR,shS Na皿imagashiwagai

NO R, shS Magaki 

NO R, sh Unenashitomayagai 

NO-I S, mS, sM Uminohanagai 

NO-I S,mS Bamaguri 

NO mS,aM Okishij i皿i

NO-I S,ms Asari 

NO mS Shiohuki 

NI M Shizukugai 

NO M Ichyoshiratori 

NO-I M Bimeshiratori 

NI Sakuragai 

NI mS,sM Usuzakuragn 

NO mS,M Yuushiogai 

NO I mS Mategai 

NO-I sM Oonogai 

Frequency va : very abundant 51 + spp・， a: abundant 15 to 50spp., c : co田non5 to 14spp., r : rare I to 4spp .. 
Bonzontal四時e: latitude by degree, Pacific side of Jap岨（Kurodn四 dBabe, 1952). 

Vertical distnbut10n. NO : tidal (intertidal) zone, NI : euneritic zone, fr四 lowtide mark to 20-30m deep, 

N2 : 盟国oneriticzone, f吉田 20-30皿 to50-60m, NJ : subneritic zone, from 50-60皿 to100ーI20m (Ov師 a.

1973). 

Habitat ・ Al: on algae, fS : fine sand bottom, gS : gravelly sand bottom, M : mud botto団， ms: muddy sand bottom，、

R : rocky bottom, S : sand bottom, sh : shell, shS : attatched on shell, sM : sandy mud bottom, Z : zostera 

zone (Oyama, 1973). 

”： most of the dividuals were found as intact valves. 



表2 横浜市戸塚区岡津町， 下末吉層相当層のA, B, C層準における貝化石産出状態

NO N0-1 ~11- ワ

(tidal zone species) (shallow sea species) 

soft hard soft hard soft hard Habitat 
Total 

bottom bottom bottom bottom bottom bottom uncertain 

c 7 ゐ II 5 3 32 

(sandy silt) (22%) (I 3%) (34%) (3%) (I 6%) (3%) (9%) ( 100%) 

B JO 5 6 3 4 30 

(granule sand) (34%) (17%) (20%) ( 10%) (13%) (3%) (3%) ( 100%〕

A 9 5 9 4 2 2 32 

(sandy silt) (28%) (16%) (28%) ( 13%) (6%) (6%) ( 100%) 

soft bottom : sand and mud, hard bottom : rock-gravel, on algae, attached on shell etc .. 
A : lower mud bed, B ・lowersand bed and C : upper mud beJ. 

系内湾性種で占められ， 典形的な寒流種は みら れな

い。 42種の中で現在の南関東には生息していないハイ

ガイ，ヒメカノ コガイを除くと，すべて相模湾沿岸に

分布する種類である。各層準において潮間帯（NO)

から汀線下lOm前後（NI）の砂泥底に生息する種は，

下部泥層では全体の55%，下部砂層では54%，上部泥

層では56%を占め優勢であり ，産出個体数も多い。 一

方，水深2511!以深（NI～〉に生息する穏とか，岩礁；ゃ

岩機底に生息する種は，各層準とも若干の差があるに

せよ20%前後となる。しかし個体数をみるといずれの

種とも極く少量にすぎない。したがって，ここで産出

した貝化石は，堆積相と貝類の示す深度や生息場所と

がかなり対応した産状とな り，比較的安定した内湾の

環境のもとで堆積した地層であることを示唆する。

4 貝類群集の消長と環境の変化

各層準における特徴種の産出頻度を図7に示す。こ

の図からここの貝類群は2つの貝類群集から構成さ

れていることが読みとれる。すなわちマガキ，ウネナ

シトマヤガイ，ハイガイ，オキシジミ， ワミニナ類，

カワアイを主体とする群集 （A群集とよぶ〉と，サノレ

ボウ，ハマグリ， シオフキ，イボキサゴ，アラムシロ

などの貝類で特徴づけられる群集（B群集とよぶ〉で

ある。両群集とも干潟の発達する内湾の潮間帯に生息

するが，特に，A群集は湾奥部の泥質底， B群集は砂

質底によく分布する（松島 ・大嶋， 1974）。

各層準ごとに検討すると，下部、ンノレ ト層ではA群集

とB群集との混合群集となるが，前者の方が優勢で，

より泥質底の干潟が拡がり，マガキ，ハイガイ，オキ

シジミなどの貝類にとって好適な環境であったことを

示す。上位の下部砂層になると，両新：集による混合群

集であるが，下位とは逆にB群集が優勢となる。I尼質

な干潟からハマグリ，シオフキ，イボキサゴの生息し

易い砂地の発達する海岸に変っていたことを物語る。

また，本層中には硬砂岩やチャートの磯， 軽石磯，木

片など粒度の粗い物質が多量に含まれることから，海

水の動きがかなり大きい環境であったことを示唆す

る。その上の上部シノレ ト層では，これまでと同様にA・

B両群集の混合群集であるが，再びA群集の方が優勢

となり ，再度，泥地の発達する干潟lこ変っていったこ

とを示す。しかし上部、ンノレト層堆積の中ごろで，これ

まで生息していた貝類が急減し，わずかにオキシジ

ミ，イボウミニナ， カワアイ， ヒメシラトリなどの貝

類だけとなる。この原因は今のところ何によるものか

十分に資料が得られず，明らかでない。さらに，上部

砂層ではこれら生き残りの貝類からなるA群集が細々

と生息する。この砂質の干潟も古期岩礁が多く堆積す

るようになって，湿地性堆積物と Kipテフラがその上

を被う。以上明らかになった群集の垂直方向への変化

は， 大きく把握すると下位から上位に向かつてA群集

→B群集→A群集に変っていることを示す。これは縄

文海進で明らかになった内湾の湾奥部における垂直方

向の貝類群集の変遷（松島，1979）と一致する。 すな

わち，下位のA群集は，海進初期から前期にかけて形

成された干潟に生息した群集であり，中位のB群集は

海進最高期における群集，上位のA群集は最高期以降

の海退期にみられた群集である。したがって， 明らか

になった群集の変化は，下末吉海進に伴う相模湾側に

形成された内湾 （古相模湾〉の北東湾奥部における環

71 
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下末吉層相当層における貝化石群集の消長

A assemblage ：マガキ ・ハイガイ ・オキシジミ ・イボウミニナ ・カワアイ群集，
B assemblage ：ハマグリ・シオフキ ・サノレボウ ・アラムシロ群集
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下末吉期の古相模湾の環境を知る資料として，先に

筆者らは藤沢北方の下末吉層相当層から産出した只化

石について報告した（松島 ・秋本，1978）。 この藤沢

北方の貝類群集は，上部浅i海帯（Nl）から中浅海帯（N

2）の砂泥底に分布するものであった。この地点は岡

ほか（1980）の描いた古相模湾の央部に位置するo一
方今回調査した地点は前述のようにこの湾の北東岸に

位置する。したがって明らかになった貝類群集は，古

相模湾の湾奥部の干潟に生息する群集であり ，藤沢北

方の群集がその沖合に生息していた群集であることが

判り，古相模湾の古環境を貝類群集から明らかにする

うえで関連ずけられた。

境の変化を現わしている。さらにこの湾奥部が離水し

たのは，Kip6テフラの降下直前ということであり，

Klp6のフィ yション ・トラク年代が128,000土11,000

F年前（I町田・鈴木， 1971）であることから，約13万

年前にはこの地域が，陸化したことを示す。この点は

近接する戸塚区汲沢の露頭（町田， 1971）によく似て

いる。 町田（1971）によれば，下末吉面が陸化した時

期は，Klplテフラ直下からKipl3テフラ直下におよび

かなり I協があるが，その中でも Klp6, 7位の時期に

相当広い地域の陸化したことが確認されている。今回

調査した露頭は Klp6の直下で降水している ことか

ら，この点を支持する資料のーっとなった。
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5 まと め

(1）横浜南西部の戸塚区岡津町で上総層群を不整合

に被う洪積層は，その上部に介在する Klp6～8テフ

ラによって下末吉層相当層であることが判った。

(2）下末吉層相当層の離水は，Klp6テフラ直下で

あることから，約13万年前であり，横浜南西部で明ら

かにされている下末吉面の陸化した時期と一致する。

(3）調査地域はこれまで港南面と考えられていた

が，今回の下末吉層相当層の確認で，一部は下末吉面

であるこ とが判った。本地域の南側を通る秦野 横浜

線の向斜軸北翼も南翼と同様にかなり急な北上りを示

す。

(4) 下末吉層相当層から産出した貝化石は，暖流系

内湾性種からなり，その貝類群集は下部から上部に向

かつて層相の変化に対応して，湾奥部潮間帯の泥質底

の群集（A群集〉から砂質底の群集 （B群集〉さらに

再び泥質底のA群集に変っている。これは下末吉海進

における古相模湾の湾奥部北東岸の環境変遷を示し，

この地域が海進初期から前期にかけて泥質底の干潟で

あり，海進最高期には砂質底の海岸へ変り，その後の

海退期には再び泥質底の干潟に変ったことが明らかに

なった。

謝辞本稿をまとめるにあたり，テフラについて御

教示，御助言をいただいた東京都立大学理学部の町田

洋助教授，フジツボ化石の鑑定・生態などについて御

教示いただいた東京大学理学部の山口寿之博士，露頭

の情報を寄せていただいたサンコーコンサルタン ト株

式会社の土屋義彰氏に深く感謝いたします。
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図版1 砂層（LS)B層準，5：ハマグリ（M eretrix lusoria) 

横浜市戸塚区岡津町，下末吉相当層産の貝化石（す 下部砂層（LS)B層準，6：イチョ ウシラトリ（A-

べて原寸大〉 rcopagia diaphana）下部泥層（LM)A層準， 7：ヒメ

l, 2：サトワガイ （Anadarasato山〉下部砂層（LS) シラトリ （Macomaincongrua）上部泥層（UM) C層

B層準， 3,4：サノレボウ （Anadara subc吋nata) 下部 準，8・イボキサゴ（U1帥 oniummoniliferum）下部砂

砂層（LS)B層準， 5, 6：ハイガイ (Anadara gra- 層（LS)B層準， 9：シラギク（Pseudoliotia astersca) 

nosa），下部泥層（LM)A層準， 7：マガキ （Grasso「 上部泥層cuM〕C層準， 10：ウミニナ (Batillaria 
strea gigas), 下部泥層（LM)A層準，8：ナミマガ mulutijormis）上部泥層（UM)C層準，11：イボワミニ

シワ （Anomiachin則的下部砂層（LM)B層準。 ナ（Batillaria zonalis）下部泥層（LM)A層準， 12: 

図版2 へナクリ （Critideopsillacingulata） 下部泥層（LM)

横浜市戸塚区岡津町，下末吉本目当産の貝化石（1～ A層準， 13：シマハマツボ（Australabaρicta）上部泥

8. 10～12, 14, 15は原寸大， 9.12は2倍〕 層（UM)C層準， 14・アラムシロガイ （Hiniafestiva) 

1, 2：オキシジミ （Cyclinasinen川〕 下部泥層（LM) 下部砂層（LS)B層準，15：ワミニナに付着するサラ

A層準， 3, 4：シオフキ（Mactra uenerijormis）下部 サフジツボ （Balanus reticu lat a）下部砂層（LS〕B層準

73 



図版 1 
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図版 2 
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